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た、発展途上沿岸国以外の加盟国は年間の漁獲量を 1,575
トン以下に抑えるよう努力することとなっている。メバチ・
キハダの幼魚が多く生育するギニア湾における FADs を含め
た付き物操業の禁漁期、禁漁区域が 2015 年の年次会合で変
更され、若干拡大（南緯 4 度、北緯 5 度、西経 20 度、アフ
リカ大陸で囲まれた海域において、1 月 1 日～ 2 月 28 日の
2 か月間。）され、同禁漁期／区で操業するまき網や竿釣り
船には、引き続きオブザーバーの乗船が義務付けられること
となった。また、同時に設置できる FADs 数を 1 隻当たり一
度に 500 基までに制限することとなった。2002 年 4 月から、
統計証明制度（輸入には漁業国の証明書が必要）が導入され
ている（Recommendation 01-21（ICCAT 2001）。

図 9. 統合モデル（SS3）で推定された SSB/SSBMSY と F/FMSY の
経年的プロット（ICCAT 2015）

表 3．主要漁業国のはえ縄及びまき網の年間の最多操業隻数枠
及びメバチの年間漁獲量枠

表 4．SS3 及び ASPIC に基づくメバチ資源将来予測結果（Kobe プロットのグリーンゾーンになる確率）
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メバチ（大西洋）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準 低　位

資 源 動 向 横ばい

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

7.3 万～ 8.3 万トン
最近（2015）年：8.0 万トン
平均：7.8 万トン（2011 ～ 2015 年）

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

1.2 万～ 1.5 万トン
最近（2015）年：1.2 万トン
平均：1.3 万トン（2011 ～ 2015 年）

管 理 目 標
MSY：6.8 万～ 8.5 万トン

（中央値 7.9 万トン）
（2015 年の漁獲量：8.0 万トン）

資 源 の 現 状 F/FMSY= 0.48 ～ 1.20（中央値 0.67）
B/BMSY= 0.62 ～ 1.85（中央値 1.28）

管 理 措 置

TAC（6.5 万 ト ン：2016 ～ 2018
年）、主要国の漁獲枠、漁船隻数枠
の設定
ギ ニ ア 湾（ 南 緯 4 度、 北 緯 5 度、
ギ ニ ア 湾（ 南 緯 4 度、 北 緯 5 度、
西経 20 度、アフリカ大陸で囲まれ
た海域）における 1 月 1 日～ 2 月
28 日の FAD 操業禁漁期設定、FAD
数制限
統計証明制度
オブザーバー乗船（まき網、竿釣り）

管理機関・関係機関 ICCAT

最新の資源評価年 2015 年

次回の資源評価年 2018 年（予定）
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